
市公式Facebook
市内での出来事や
市に関する情報を
紹介します

市公式Instagram
人や風景写真など
を通して魅力を発
信します

市公式LINE
イベント情報や防
災・気象情報をお
届けします

特集❶　ご存じですか？地域の身近な相談相手
　　　　民生委員・児童委員
表紙：12月11日に開催したプロ野球選手の田中貴也選手による野球教室の様子です。
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ご存じですか？ 地域の身近な相談相手

民生委員・児童委員
　人は誰しも、悩み事や困り事を抱えながらも、血縁・地縁・社縁など様々な縁（つながり）
の中で支え合いながら生活しています。しかし、近年は少子高齢化や核家族化が進み、暮ら
し方や働き方が大きく変化していく中でこれらの縁が徐々に薄れ、これまで家族や地域の中
で解決できていた事柄が新たな生活課題として認識されるようになってきました。
　民生委員制度は、１００年以上の歴史を持つ制度で、民生委員・児童委員は、その時代時
代の課題に対応しながら、昔も今も変わらず、地域の身近な相談相手として住民に寄り添
い、相談・支援を行っています。
　誰もが安心して暮らせる地域づくりのために、様々な活動をしている「民生委員・児童委
員」について知っていただき、活動へのご理解とご協力をお願いします。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は

　
「
民
生
委
員
」は
、
民
生
委
員
法
に
基

づ
き
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ

た
特
別
職
の
地
方
公
務
員（
非
常
勤
）

で
、
南
丹
市
の
民
生
委
員
は
京
都
府
職

員
の
身
分
と
な
り
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
、
常
に
住
民
の

立
場
に
立
っ
て
相
談
に
応
じ
、
必
要
な

援
助
を
行
い
、
社
会
福
祉
の
増
進
に
努

め
る
役
割
が
あ
り
、
児
童
福
祉
法
に
基

づ
く
児
童
委
員
も
兼
ね
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
民
生
児
童
委
員
と
も
呼
ば
れ

ま
す
。

　
「
児
童
委
員
」は
、
地
域
の
子
ど
も
た

ち
が
元
気
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う

に
、
子
ど
も
た
ち
を
見
守
り
、
子
育
て

の
不
安
や
妊
娠
中
の
心
配
ご
と
等
の
相

談
・
支
援
等
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
民
生
委
員
の
中
か
ら
、
児
童

福
祉
に
関
す
る
事
項
を
専
門
的
に
担
当

す
る
委
員
と
し
て「
主
任
児
童
委
員
」が

指
名
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
は
、
全
国
で
約
２
３
万

人
、
南
丹
市
で
は
、
各
地
域
を
担
当
す

る
民
生
児
童
委
員
１
１
６
人
と
主
任
児

童
委
員
９
人
の
合
計
１
２
５
人
が
活
動

し
て
い
ま
す
。

　
民
生
委
員
の
約
５
割
が
就
業
し
な
が

ら
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
民
生
委
員
活

動
に
は
、
地
域
住
民
の
ご
理
解
や
ご
協

力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

任
期
・
報
酬
な
ど

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
任
期
は
３

年
で
、
再
任
も
可
能
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
活
動
す
る
た
め
給
与
は
あ

り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
必
要
な
交
通

費
、
通
信
費
、
研
修
参
加
費
等
の
活
動

費
は
支
給
さ
れ
ま
す
。

活
動
内
容

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
主
任
児
童

委
員
は
、
地
域
住
民
で
あ
る
皆
さ
ん
と

同
じ
立
場
で
相
談
に
の
り
、
必
要
で
あ

れ
ば
福
祉
制
度
や
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ

ス
等
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
関
係
機
関

へ
つ
な
ぐ
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
町
ご
と
に
組
織
し
て
い
る

「
民
生
児
童
委
員
協
議
会（
民
児
協
）」に

所
属
し
、
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
て
福

祉
に
関
す
る
幅
広
い
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

民
生
委
員
の
守
秘
義
務

　
民
生
委
員
が
活
動
す
る
際
、
担
当
区

域
内
の
住
民
の
個
人
情
報
を
取
り
扱
う

こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

民
生
委
員
法
の
中
で
、
活
動
上
知
り
得

た
情
報
に
つ
い
て
、
守
秘
義
務
が
課
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
守
秘
義

務
は
、
退
任
後
も
引
き
続
き
課
さ
れ
ま

す
。
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民生委員・児童委員、主任児童委員の活動
●�民生委員・児童委員は、担当地域において地域住民の暮らしを見守っています。また、所
属する各町民児協で様々な活動を行うほか、市民児協で全委員を対象とした研修会を行う
など、知識の向上にも努めています。活動の一例を紹介します。�

通学の見守り（日吉町民児協）
★子どもたちの育ちを見守ります★

研修会の開催（市民児協）
★幅広い知識の向上を図ります★

広報誌の発行（美山町民児協）
★みんなの笑顔を届けます★

敬老の日お祝い絵手紙（園部町民児協）
★絵手紙1000枚を高齢者へ届けます★

担当区域内での
見守り・訪問活動

施設訪問・交流（八木町民児協）
★地域の方々と交流を深めます★
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地域の身近な相談相手
　　民生委員・児童委員を紹介します

■�令和４年１２月１日付けの民生委員・児童委員一斉改選により、新たに１２４名の民生
委員・児童委員（民生児童委員）が就任されました。
■任期は令和４年１２月１日～令和７年１１月３０日（３年）です。
■ご相談のある方は、お住まいの地域の民生児童委員までお願いします。
■�連絡先は、民生児童委員協議会事務局（福祉相談課：℡ 0771-68-0023）までお尋ね
ください。

１２月１日、園部文化会館で南丹市民生
委員・児童委員退任式及び就任式が開催
されました。

←西村市長・中越副振興局長から委嘱状を受
ける新委員

【園部地域】� （敬称略）
№ 担当区域 委員氏名
1 宮町 中尾　敬子
2 上本町 葊野　喜洋子
3 本町 田中　重樹
4 若松町 井上　貴雄
5 新町 久世　正和
6 小山東町 北村　友子
7 向河原府営団地 松井　孝司
8 向河原市営団地 野口　義雄
9 小山西町 大坪　洋子
10 小山西町 小林　弘和
11 栄町 湯浅　由美子
12 美園町 田中　均子
13 小桜町 今井　惠一
14 小桜町 岸本　達子
15 城南町 西岡　一宏
16 横田 榎本　富男
17 横田 石川　喜久美
18 黒田 森　節子
19 上木崎町 �森　きぬ子
20 河原町 秦　久美
21 木崎町 前田　照美
22 木崎町 寺尾　正己
23 内林町 戸川　幸男
24 内林町 清水�登茂子
25 千妻・曽我谷 澤田　進

№ 担当区域 委員氏名
26 瓜生野・熊崎・新堂 髙屋　安男
27 船岡 平野　清久
28 髙屋・大戸・熊原 今西　正長
29 越方・佐切 谷口　まゆみ
30 竹井 足立　佳永子
31 仁江 今西　麻由美
32 船阪 井尻　智子
33 大西 平田　加代
34 宍人 柴山　千枝子
35 半田 松田　育子
36 口人・口司 西田　祐子
37 埴生 谷口　美幸
38 南八田 下間　壽雄
39 天引 奧村　直樹
40 法京・大河内 小林　弥生
41 殿谷・若森・南大谷 中井　清
42 全域（主任児童委員） 薮本　好央
43 全域（主任児童委員） 小林　正子
44 全域（主任児童委員） 西井�みゆき
【八木地域】
45 本町 1丁目 谷口　和隆
46 本町 2・3・4丁目 八木　節子
47 本町 5・6丁目 土屋　利幸
48 栄町 1・3丁目 八木　孝憲
49 栄町 2丁目・垣内・柴山 山脇　　昇
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№ 担当区域 委員氏名
50 栄町 2丁目 秋田　�均
51 本郷東 岡本　眞幸
52 本郷西・南・北 清水　勝秀
53 西田・井ノ尻 小西　勉
54 屋賀・観音寺 関　優子
55 屋賀上・青戸 中川　樹史
56 北屋賀 村上　不二子
57 北屋賀 國府　伸光
58 氷所 中川　文子
59 日置 浅田　佳裕
60 刑部・北広瀬 川勝　良博
61 鳥羽・玉ノ井 寺町　紀代子
62 美里 松本　佐六
63 室河原・木原・池ノ内 西田　忍
64 八木嶋 淺野　孝司
65 南広瀬・大薮・折戸 （選考中）
66 船枝 西村　万里子
67 山室 松本　千里
68 室橋 入江　一樹
69 諸畑 松本　一弥
70 池上・野条 松本　明美
71 神吉上 池田　好孝
72 神吉上 石橋　松太郎
73 神吉下・和田 橋本　みゆき
74 全域（主任児童委員） 岡本　千秋
75 全域（主任児童委員） 國府　美紀
【日吉地域】
76 殿田上 井尻　耕平
77 殿田下 井尻　常夫
78 木住 湯浅　美紀
79 生畑 鍋田　和夫
80 中世木 湯浅　誠
81 東胡麻 芦田　範子
82 新町・後野・日吉平 勝田　由紀
83 西胡麻駅前・栄ケ丘・胡麻荘園 湯浅　宗一
84 角本・中村・中野辺 塩貝　文明
85 イングランドヒルズ 伊藤　泰三
86 上胡麻 竹内　幸美
87 広野 北側　知子
88 畑郷 和久田　哲夫
89 上保野田 塩貝　圭子
90 下保野田 井尻　茂代
91 志和賀 吉田　幸広
92 上佐々江 矢原　大二郎
93 下佐々江・中佐々江 佐々江　茂男

№ 担当区域 委員氏名
94 海老谷・東組 森本　淸次
95 吉野辺・中組 藤岡　文子
96 興風・彰徳 山口　安志
97 新シ・和田 小林　しのぶ
98 東雲・片野・ヴェルビューヴィレッジ・片野住宅 山田　寛
99 全域（主任児童委員） 井尻　雅丈
100 全域（主任児童委員） 栃下　春美
【美山地域】
101 南・北 渡邉　裕之
102 中・河内谷 名古　明美
103 下・知見 畠中　喜代枝
104 江和・田歌 田中　知美
105 芦生・白石・佐々里 勝山　尚美
106 又林・下平屋 近澤　愛子
107 上平屋・安掛 宮西　修
108 野添・長尾・深見 東　洋子
109 荒倉・大内・内久保 栢下　修
110 原・板橋・宮脇 寺尾　哲雄
111 下吉田・島 村田　文雄
112 長谷・上司 武田　英男
113 和泉 清水知江美
114 静原 山添　稔
115 今宮・栃原・砂木 小畑　正彦
116 棚・川合・殿・舟津 寺坂　鶴子
117 松尾・神谷・名島・洞 岡本　忠好
118 田土・上吉田・林 仲田　正和
119 庄田・脇・熊壁・山森 栗栖　美次
120 萱野・大野 東　　敏江
121 川谷・岩江戸 山名美智子
122 肱谷・小渕・音海 古屋　義美
123 向山・樫原 山口美都子
124 全域（主任児童委員） 弓削　善裕
125 全域（主任児童委員） 中藤　琴今美

　ご退任された　70名の皆様
　　　     ありがとうございました　
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自主財源(27.7%）
　　 　73億8,857万円
市が独自に確保したお金

依存財源（72.3%）
　　192億7,889万円
国・府から交付、割当てられ
裁量が制限されるお金

市税
42億6,854万円　16.0%

諸収入
7億3,284万円　2.8%

その他（財産収入、寄付金、繰越金）
13億915万円　4.9%

使用料及び手数料
4億8,791万円　1.8%

繰入金
5億5,323万円　2.1%

分担金及び負担金
3,690万円　0.1%

地方譲与税、交付金
13億2,081万円 5.0%

府支出金
16億8,193万円　6.3%市債

20億7,860万円　7.8%
国庫支出金
41億3,629万円　15.5%

地方交付税
100億6,126万円　37.7%

民生費
74億4,088万円　29.0%

労働費
909万円　0.0%

災害復旧費
8,834万円　0.3%

土木費
33億4,119万円　13.0%

公債費
32億5,393万円　12.7%

教育費
17億4,625万円
6.8%

衛生費
21億4,220万円
8.4%

農林水産業費
11億1,487万円　4.4%

消防費
11億1,164万円　4.3%

議会費
2億42万円　0.8%

総務費
42億1,734万円
16.5%

商工費
9億6,338万円　3.8%

公表します！
　皆さんの税金がどのように使われ、市の財政がどのような状況にあるのかを知っていただくため、
年2回財政状況を公表しています。
　今回は令和3年度（令和３年4月1日から令和4年3月31日まで）の決算状況と令和4年度上半期（令和
4年4月1日から令和4年9月30日）までの予算執行状況をお知らせします。

令和3年度決算
○
一
般
会
計
の
決
算

　
令
和
３
年
度
の
一
般
会
計
決
算
は
、
歳
入
総
額
２
６
６
億
６
７
４
６ 

万
円
、
歳
出
総
額
２
５
６
億
２
９
５
３
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
歳
入
歳

出
差
引
額
は
１
０
億
３
７
９
３
万
円
で
こ
の
う
ち
翌
年
度
へ
繰
り
越
す

べ
き
財
源
９
５
２
４
万
円
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
額
は
９
億
４
２
６ 

９
万
円
の
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　
南
丹
市
で
は
、
今
後
と
も
事
務
事
業
の
見
直
し
を
積
極
的
に
行
い
、

長
期
的
に
安
定
し
た
健
全
な
財
政
運
営
を
目
指
し
ま
す
。

○
財
政
健
全
化
判
断
比
率
等

　
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の

健
全
化
に
関
す
る
法
律
の
規

定
に
よ
り
、
地
方
公
共
団
体

は
毎
年
度
、
決
算
に
基
づ
い

て
健
全
化
判
断
比
率
な
ど
を

算
定
し
、
監
査
委
員
の
審
査

に
付
し
た
上
で
、
そ
の
意
見

を
付
け
て
議
会
に
報
告
す
る

と
と
も
に
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
公
表
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

※表示単位未満四捨五入のため
合計が一致しないことがあります。

健
全
化
判
断
比
率

指標 実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率
令和3年度 ― ― 11.6% 57.5%

早期健全化基準 12.82% 17.82% 25.0% 350.0%
財政再生基準 20.00% 30.00% 35.0%

※赤字額がないため、実質赤字比率と連結実質赤字比率は「―」としています。

資
金
不
足
比
率

会計の名称 資金不足比率 経営健全化基準
南丹市水道事業会計 −

20.0％
南丹市下水道事業会計 −

※資金不足額がないため、資金不足比率は「―」としています。

○健全化判断比率の推移（単位：％）○都市計画税の使途
都市計画税
充当事業区分 事業費 都市計画税※

充当額

都 市 計 画 事 業 1億6,075万円 3,523万円
都市計画事業に充当
し た 地 方 債 償 還 額 3億9,518万円 2,231万円

下水道事業会計繰出金 8億1,443万円 4,598万円

計 13億7,036万円 1億352万円
※�新型コロナウイルス感染症対策地方税減収補塡特別交付金（253万円）
を含みます。

一般会計  歳  入
266億6,746万円

10

12

14

16

18

20

13.4 13.6 13.4
12.2

11.6

実質公債費比率（3カ年平均）

0
20
40
60
80
100
120
140

29年度

57.5

102.6 92.2 82.7 70.7

30年度 元年度

将来負担比率

2年度 3年度
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自主財源(27.7%）
　　 　73億8,857万円
市が独自に確保したお金

依存財源（72.3%）
　　192億7,889万円
国・府から交付、割当てられ
裁量が制限されるお金

市税
42億6,854万円　16.0%

諸収入
7億3,284万円　2.8%

その他（財産収入、寄付金、繰越金）
13億915万円　4.9%

使用料及び手数料
4億8,791万円　1.8%

繰入金
5億5,323万円　2.1%

分担金及び負担金
3,690万円　0.1%

地方譲与税、交付金
13億2,081万円 5.0%

府支出金
16億8,193万円　6.3%市債

20億7,860万円　7.8%
国庫支出金
41億3,629万円　15.5%

地方交付税
100億6,126万円　37.7%

民生費
74億4,088万円　29.0%

労働費
909万円　0.0%

災害復旧費
8,834万円　0.3%

土木費
33億4,119万円　13.0%

公債費
32億5,393万円　12.7%

教育費
17億4,625万円
6.8%

衛生費
21億4,220万円
8.4%

農林水産業費
11億1,487万円　4.4%

消防費
11億1,164万円　4.3%

議会費
2億42万円　0.8%

総務費
42億1,734万円
16.5%

商工費
9億6,338万円　3.8%

財政状況を

○
公
営
企
業
会
計
の
決
算

　
公
営
企
業
会
計
と
は
、
市
が
直
営
す
る
水
道
・
病
院
・
交
通
な

ど
、
自
治
体
が
住
民
福
祉
の
増
進
を
目
的
に
設
置
し
、
経
営
す
る

企
業
の
会
計
の
こ
と
で
す
。

　
南
丹
市
は
水
道
及
び
下
水
道
事
業
を
公
営
企
業
会
計
と
し
て
お

り
、
令
和
３
年
度
の
そ
れ
ぞ
れ
の
決
算
状
況
は
、
右
の
表
の
と
お

り
で
す
。

○
特
別
会
計
の
決
算

　
特
別
会
計
と
は
、
特
別
の
事
業
を
行
う
た
め
に
一
般
会
計
と
分

け
て
い
る
会
計
の
こ
と
で
す
。
国
か
ら
の
補
助
金
な
ど
も
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
経
費
は
受
益
者（
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
る
方
）が
負

担
す
る
の
が
原
則
で
す
。

　
南
丹
市
に
は
５
つ
の
特
別
会
計
が
あ
り
、
令
和
３
年
度
の
そ
れ

ぞ
れ
の
決
算
状
況
は
、
右
下
の
表
の
と
お
り
で
す
。

一般会計  歳  出
256億2,953万円

18000

21000

24000

27000

30000

22,060
23,867

22,507
21,514

23,547

26,158
25,159 24,330 24,625

普通会計

29年度 30年度 元年度 2年度 3年度

企業会計
20,422

会　計　名 歳　　入 歳　　出 差　　引
水 道 事 業 収 益 的 10億3,543万円 9億7,670万円 5,873万円

資 本 的 3億6,845万円 8億6,452万円 ▲4億9,607万円
下 水 道 事 業 収 益 的 27億9,071万円 25億2,273万円 2億6,798万円

資 本 的 9億1,828万円 17億7,027万円 ▲8億5,199万円
※資本的収支の収入不足は留保資金などで補てんしました。

特 別 会 計

公 営 企 業 会 計

○地方債残高の推移（単位：百万円） ○地方消費税交付金
　（地方消費税引上げ分の社会保障施策への充当）
地方消費税交付金
（社会保障財源分）
充当事業区分

事業費
地方消費税交付金
（社会保障財源分）

充当額
社 会 福 祉 25億7,145万円 2億1,322万円
社 会 保 険 11億2,490万円 1億7,215万円
保 健 衛 生 1億8,195万円 2,529万円

計 38億7,830万円 4億1,066万円

名　　　称 歳　　入 歳　　出 差　　引
国民健康保険事業 事業勘定 36億446万円 35億7,348万円 3,098万円

直診勘定 2億1,435万円 2億1,435万円 0円
介 護 保 険 事 業 43億2,550万円 41億8,010万円 1億4,540万円
市 営 バ ス 運 行 事 業 8,644万円 8,208万円 436万円
土 地 取 得 事 業 7万円 7万円 0円
後 期 高 齢 者 医 療 事 業 5億4,905万円 5億3,862万円 1,043万円



公営企業会計

一般会計 ≪歳出≫ ※ 繰越予算額を含む
※ 単位未満四捨五入

特別会計

　市民１人あたりに
　使われる市のお金

86万円

市民１人あたりが負担
する税金（市税）

１３万円

１世帯あたりに使わ
れる市のお金

184万円 

１世帯あたりが負担
する税金（市税）

28万円 

◆算出方法◆
市民（世帯）に使われるお金＝総予算 ÷ 人口（世帯数）
市民（世帯）が負担する税金＝市税予算 ÷ 人口（世帯数）
※令和4年9月30日現在の
　人口　30,607人　世帯数　１４,404世帯

地方交付税

市税

国庫支出金

市債

繰入金

府支出金

地方譲与税

その他

40億806万円
25億5,714万円（63.8%）

31億8,221万円
6億8,114万円（21.4%）

0円（0.0%）
24億3,060万円

20億7,465万円
0円（0.0%）

18億4,411万円
9,093万円（4.9%）

2億9,920万円
1億125万円（33.8%）

29億9,596万円
18億3,843万円（61.4%）

予算額  　２６4億6,992万円
収入済額　  117億3,938万円
収入率　　　　　　 　44.3％

収入済額
予 算 額

（収入率）

民生費

総務費

公債費

土木費

衛生費

教育費

 農林水産業費

消防費

商工費

その他

予算額　　２６4億6,992万円
支出済額　　 　93億192万円
支出率　　　　　　　35.1％

55億8,384万円

27億220万円

24億2,464万円

14億2,812万円（25.6%）

11億9,493万円（44.2%）

8億7,325万円（36.0%）

18億3,356万円

15億7,088万円

11億720万円

6億5,656万円（35.8%）

3億9,393万円（25.1%）

5億951万円（46.0%）

2億9,078万円
1億1,297万円（38.9%）

3億1,211万円
1億1,127万円（35.7%）

支出済額
予 算 額

（支出率）

皆さんが国に納めた税金の一部が、地方公共団体の財政状況に応じて配分されたものです。

社会福祉や児童福祉にかかる費用です。

皆さんから南丹市に納めていただいた税金です。

特定の事業実施のために、国から交付されたお金です。

事業実施のために、国や金融機関から借り入れたお金です。

各種基金（市の貯金）を取り崩して使うお金です。

特定の事業実施のために、京都府から交付されたお金です。

国に納められた税金の一部が一定の基準に応じて配分されたものです。

各種交付金、使用料および手数料などが含まれます。

市の全般的な仕事にかかる費用です。

市債として借り入れたお金の返済にかかる費用です。

道路、橋りょう、河川、公園、住宅などの整備、維持にかかる費用です。

保健衛生や環境衛生にかかる費用です。

学校の運営や教育の振興などにかかる費用です。

農林水産業の振興にかかる費用です。

消防や地域防災にかかる費用です。

商工観光業の振興にかかる費用です。

議会費、災害復旧費などが含まれます。

23億9,920万円（33.4%）

64億7,049万円（67.2%）

34億5,281万円
16億2,218万円（47.0%）

※ 繰越予算額を含む
※ 単位未満四捨五入

※ 繰越予算額を含む
※ 単位未満四捨五入

96億3,513万円

71億9,190万円

令和４年度予算執行状況

一般会計 ≪歳入≫ ※ 繰越予算額を含む
※ 単位未満四捨五入

8広報なんたん12・1月号



公営企業会計

一般会計 ≪歳出≫ ※ 繰越予算額を含む
※ 単位未満四捨五入

特別会計

　市民１人あたりに
　使われる市のお金

86万円

市民１人あたりが負担
する税金（市税）

１３万円

１世帯あたりに使わ
れる市のお金

184万円 

１世帯あたりが負担
する税金（市税）

28万円 

◆算出方法◆
市民（世帯）に使われるお金＝総予算 ÷ 人口（世帯数）
市民（世帯）が負担する税金＝市税予算 ÷ 人口（世帯数）
※令和4年9月30日現在の
　人口　30,607人　世帯数　１４,404世帯

地方交付税

市税

国庫支出金

市債

繰入金

府支出金

地方譲与税

その他

40億806万円
25億5,714万円（63.8%）

31億8,221万円
6億8,114万円（21.4%）

0円（0.0%）
24億3,060万円

20億7,465万円
0円（0.0%）

18億4,411万円
9,093万円（4.9%）

2億9,920万円
1億125万円（33.8%）

29億9,596万円
18億3,843万円（61.4%）

予算額  　２６4億6,992万円
収入済額　  117億3,938万円
収入率　　　　　　 　44.3％

収入済額
予 算 額

（収入率）

民生費

総務費

公債費

土木費

衛生費

教育費

 農林水産業費

消防費

商工費

その他

予算額　　２６4億6,992万円
支出済額　　 　93億192万円
支出率　　　　　　　35.1％

55億8,384万円

27億220万円

24億2,464万円

14億2,812万円（25.6%）

11億9,493万円（44.2%）

8億7,325万円（36.0%）

18億3,356万円

15億7,088万円

11億720万円

6億5,656万円（35.8%）

3億9,393万円（25.1%）

5億951万円（46.0%）

2億9,078万円
1億1,297万円（38.9%）

3億1,211万円
1億1,127万円（35.7%）

支出済額
予 算 額

（支出率）

皆さんが国に納めた税金の一部が、地方公共団体の財政状況に応じて配分されたものです。

社会福祉や児童福祉にかかる費用です。

皆さんから南丹市に納めていただいた税金です。

特定の事業実施のために、国から交付されたお金です。

事業実施のために、国や金融機関から借り入れたお金です。

各種基金（市の貯金）を取り崩して使うお金です。

特定の事業実施のために、京都府から交付されたお金です。

国に納められた税金の一部が一定の基準に応じて配分されたものです。

各種交付金、使用料および手数料などが含まれます。

市の全般的な仕事にかかる費用です。

市債として借り入れたお金の返済にかかる費用です。

道路、橋りょう、河川、公園、住宅などの整備、維持にかかる費用です。

保健衛生や環境衛生にかかる費用です。

学校の運営や教育の振興などにかかる費用です。

農林水産業の振興にかかる費用です。

消防や地域防災にかかる費用です。

商工観光業の振興にかかる費用です。

議会費、災害復旧費などが含まれます。

23億9,920万円（33.4%）

64億7,049万円（67.2%）

34億5,281万円
16億2,218万円（47.0%）

※ 繰越予算額を含む
※ 単位未満四捨五入

※ 繰越予算額を含む
※ 単位未満四捨五入

96億3,513万円

71億9,190万円

令和４年度予算執行状況

一般会計 ≪歳入≫ ※ 繰越予算額を含む
※ 単位未満四捨五入
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名　　　称 予  算  額 収入済額 収入率 支出済額 支出率

国 民 健 康 保 険 事 業
事業勘定 38億2,651万円 13億7,314万円 35.9% 13億9,572万円 36.5%
直診勘定 2億3,380万円 4,481万円 19.2% 8,318万円 35.6%

介 護 保 険 事 業 43億6,286万円 18億2,219万円 41.8% 17億2,708万円 39.6%
市 営 バ ス 運 行 事 業 6,634万円 1,071万円 16.1% 2,473万円 37.3%
土 地 取 得 事 業 16万円 1万円 6.3% 0円 0.0%
後 期 高 齢 者 医 療 事 業 5億8,293万円 1億7,729万円 30.4% 1億7,973万円 30.8%

名　　称 区　分 収入予算額 収入済額 収入率 支出予算額 支出済額 支出率

水 道 事 業 収益的 9億7,979万円 3億8,431万円 39.2% 10億7,538万円 1億6,391万円 15.2%
資本的 3億9,347万円 1,300万円 3.3% 10億2,785万円 1億9,334万円 18.8%

下水道事業 収益的 26億5,619万円 11億6,418万円 43.8% 24億8,474万円 3億772万円 12.4%
資本的 9億5,770万円 1億1,156万円 11.6% 18億3,817万円 8億6,202万円 46.9%



まちの話題を紹介します
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「
多
方
面
で
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
」

（
豊
か
な
む
ら
づ
く
り
全
国
表
彰
）

▲12月13日(火)受賞報告の様子

　美山町の「下集落支援事業委員会」が豊か
なむらづくり全国表彰令和4年度内閣総理大
臣賞を受賞されました。
　この賞は、農山漁村におけるむらづくり
の優良事例を表彰するもので、下集落支援
事業委員会は地域資源を掘り起こし、農地
維持や交流人口の拡大を図る取組が評価さ
れました。
　特に、長年集落全体で地区内の山村留学
センターをサポートされており、地域外の
人との交流を積極的に行うことで、地域住
民の活気を含め、集落の活性化を持続させ
てこられました。

　10月13日、南丹市役所で南丹市・船
井郡衛生管理組合公用車ドライブレコー
ダーのデータ提供に関する調印式が行わ
れました。
　これは公用車のドライブレコーダーで
撮影された映像を事件や事故の捜査に活
用する協定で、南丹署の依頼に応じて映
像を提供します。
　また、録画していることを示すステッ
カーを車体に貼り、犯罪の未然防止も図
ります。

「
動
く
防
犯
カ
メ
ラ
で
地
域
の
安
全
に
」

（
10
／
13　
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
調
印
式
）

◀
西
村
市
長（
左
）と
吉
田
署
長（
右
）

　12月18日、口丹波勤労者福祉会館で
石川佳純47都道府県サンクスツアーin
京都南丹市が開催され、卓球日本代表の
石川佳純選手（全農）が市内の小中高生ら
約60名に卓球の実技指導を行いました。
　また、実技指導後にはトークショーも
行われ、参加者は普段聞くことのできな
いアスリートのオリンピックでの体験談
などに興味津々の様子で話を聞いていま
した。

「
ア
ス
リ
ー
ト
の
技
術
を
学
ぶ
」

（
12
／
18　
石
川
佳
純
47
都
道
府
県
サ
ン
ク
ス
ツ
ア
ー
in
京
都
南
丹
市
）

▲技術指導を行う石川佳純選手

　12月11日、園部公園スポーツ広場
で「東北楽天ゴールデンイーグルス」で
活躍中の田中貴也選手から学ぶ野球教
室を開催しました。教室には、約100
人の南丹市で野球をしている小・中学
生が参加し、キャッチボールや素振り
などを通じて、田中選手から「基本を大
切にしてください」と技術の指導を受け
ていました。田中貴也選手は、南丹市
出身で2022年4月には、南丹市文化観

光大使に就
任いただい
ています。

▲小・中学生を指導する田中選手

「
楽
天
イ
ー
グ
ル
ス
田
中
選
手
の
野
球
教
室
」

（
12
／
11　
田
中
貴
也
選
手
か
ら
学
ぶ
野
球
教
室
）
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　園部町の「天引区の活性化と未来を
考える会」が「あしたのまち・くらし
づくり活動賞」の内閣総理大臣賞を受
賞されました。この賞は地域づくり・
くらしづくり・ひとづくり活動に取
り組む地域活動団体や企業などの活
動を顕彰するものです。
　天引区の活性化と未来を考える会
では地域の特産品や農産物を販売す
る「むくむく市」を主催するなど、地
域住民の憩いの場を提供されていま
す。

　小林全弘さんは、平成20年４月１
日に公平委員会委員長に就任され、
14年６カ月にわたり職務に従事。平
成29年秋から１年間、全国公平委員
会連合会近畿支部支部長並びに京都府
公平委員会連合会会長に就任されまし
た。委員として長きにわたり従事いた
だき、人事行政における公平・公正な
運営に尽力された功績が認められ、こ
の度、総務大臣表彰を受賞されまし
た。
　11月１日には市役所で西村市長か
ら表彰状の伝達が行われました。

「
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
実
現
し
表
彰
」

「
公
平
委
員
会
制
度
70
周
年
記
念
」

（
11
／
１　
総
務
大
臣
表
彰
伝
達
式
）

▲受賞報告の様子

（
11
／
16　
内
閣
総
理
大
臣
賞
受
賞
報
告
）

▲小林さん(左)と西村市長(右)

　南丹市スポーツ少年団では、市内の年
少クラスから年長クラスまでを対象とし
て子どもたちに遊びを通じてスポーツの
楽しさを知ってもらい、継続的なスポー
ツへの関わりの第一歩を提供をすること
を目的として、11月12日に園部海洋セン
ターで第4回南丹市アクティブチャイル
ドプログラムが開催されました。
　当日は34名の子どもらが参加し、サー
キット走や風船を使った全体遊びなどが
行われました。いろいろな遊びの中で子
どもらから満面の笑顔が溢れていました。

「
遊
び
の
中
で
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
み
を
」

（
11
／
12　
第
４
回
南
丹
市
ア
ク
テ
ィ
ブ
チ
ャ
イ
ル
ド
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

▲風船を使って遊ぶ子どもら

「
地
域
に
根
付
く
企
業
と
し
て
地
域
貢
献
」

（
11
／
26　
モ
デ
ル
フ
ォ
レ
ス
ト
活
動
）

　11月26日、八木町北広瀬に工場を置
く、株式会社とらや京都工場では、地元
と協働で行うモデルフォレスト活動とし
て、工場周辺の山林作業を実施しました。
　京都工場の社員や南北広瀬生産森林組
合員などの地元関係者ら41名で、作業道
や栗園の整備作業に汗を流しました。
　作業後には敷地で収穫された栗を焼き、
ホクホクの栗を味見し、参加者全員で作
業の疲れを癒しました。
　今後も、定期的に共同作業を実施し、
活動を継続していく予定です。

▲山林作業の様子
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こ
ん
に
ち
は
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
永
尾
俊
晴
で
す
。
私
の
活
動
テ
ー
マ

は「
地
域
資
源
の
付
加
価
値
向
上
」。
地

域
の
素
材
を
活
用
し
た
商
品
企
画
や
販

売
促
進
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
前
職
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
会
社
で
、

全
国
の
食
品
メ
ー
カ
ー
と
関
わ
り
、
特

産
品
の
開
発
や
店
舗
の
立
ち
上
げ
に
携

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
出
張
す
る
た
び
に
、

地
方
に
こ
そ
美
味
し
い
郷
土
食
が
あ
っ

た
り
、
日
本
文
化
の
ル
ー
ツ
に
な
る
よ

う
な
資
源
が
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
る
こ

と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
特
に
南
丹
市
は

里
山
が
き
れ
い
に
残
っ
て
い
る
だ
け
で

な
く
、
京
の
都
に
続
い
た
旧
街
道
が

通
っ
て
い
る
た
め
、
集
落
特
有
の
文
化

や
こ
だ
わ
り
を
も
っ
た
作
り
手
の
方
が

多
い
と
感
じ
ま
す
。

　

商
品
の
企
画
販
売
で
は
、
届
け
た
い

お
客
様
に「
ま
ず
手
に
取
っ
て
も
ら
う
こ

と
」が
と
て
も
大
切
で
す
。
デ
ザ
イ
ナ
ー

や
カ
メ
ラ
マ
ン
・
レ
シ
ピ
開
発
な
ど
の

専
門
家
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
長
所
が

最
大
限
に
発
揮
さ
れ
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
や

形
状
を
、
何
度
も
相
談
を
重
ね
な
が
ら

つ
く
っ
て
い
ま
す
。
作
り
手
の
方
の
こ

だ
わ
り
を「
守
る
」た
め
に
は
生
産
量
や

価
格
、
日
持
ち
な
ど
で
無
理
の
な
い
生

産
体
制
を
考
え
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
の
お
話
を
聞
い
て
い

る
と
新
鮮
な
発
見
に
驚
く
こ
と
が
多
い

で
す
。
例
え
ば
、
美
山
に
は
水
車
小
屋

が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、
玄
米
を
精

米
す
る
た
め
に
水
車
が
使
わ
れ
る
こ
と

を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
水
車
の
動
力

で
杵
が
玄
米
を
つ
き
、
熱
が
全
く
加
わ

ら
な
い
の
で
、
お
米
本
来
の
美
味
し
さ

が
残
る
よ
う
で
す
。
実
際
私
も
水
車
米

の
旨
み
に
感
動
し
ま
し
た
。

　

南
丹
市
の
魅
力
が
市
内
外
の
多
く
の

人
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
今
後
も
活

動
し
て
ま
い
り
ま
す
！

問
い
合
わ
せ
先　

永
尾
隊
員

電
話 

０
８
０
│
４
７
６
７
│
４
３
１
７

メ
ー
ル nagaotoshiharu113@gm

ail.com

−25−

インフォメーション
　
南
丹
市
で
は
平
成
28
年
度「
基
礎
編
」・

29
年
度「
実
践
編
」と
し
て「
南
丹
市
市
民

後
見
人
養
成
講
座
」を
開
催
し
、
地
域
の

身
近
な
後
見
活
動
の
担
い
手
と
し
て
、

市
民
後
見
人
の
養
成
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
養
成
講
座
修
了
者
の
う
ち
、
市

民
後
見
人
候
補
者
名
簿
登
録
者
を
対
象

に
10
月
13
日
に
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修

を
行
い
ま
し
た
の
で
、
そ
の
時
の
様
子

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
研
修
の
テ
ー
マ
は「
市
民
後
見
人
の
実

際
を
学
ぶ
」。
第
1
部
は
、
5
月
と
6
月

に
市
民
後
見
人
と
し
て
選
任
さ
れ
た
2

名
の
方
か
ら
、
受
任
後
の
動
き
や
、
現

在
の
活
動
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
第
2
部
で
は
、
模
擬
事
例
を
用
い
て
、

市
民
後
見
人
受
任
後
に
セ
ン
タ
ー
に
提

出
い
た
だ
く「
3
箇
月
活
動
報
告
書
」を

作
成
し
た
後
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行

い
、
市
民
目
線
の
柔
軟
な
発
想
で
支
援

に
つ
い
て
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
市
民
後
見
人
の
活
動
が
増
え

て
い
く

こ
と
が

期
待
さ

れ
ま
す
。

▲フォローアップ研修中の様子 ▲研修会終了後記念撮影

「
南
丹
市
権
利
擁
護
・
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
」

市
民
後
見
人
及
び
候
補
者
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修

～
被
後
見
人
支
援
の
実
際
に
つ
い
て
学
び
を
深
め
ま
し
た
～
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景観の小窓

第 47 景

届
出
対
象
行
為
は
、
工
事

着
工
の
30
日
前
ま
で
に
市

へ
届
け
出
く
だ
さ
い

景
観
計
画
区
域
：
美
山
町
地
域

　

南
丹
市
で
は「
景
観
条
例
」を
制
定

し
て
お
り
、
計
画
区
域
内
で
の
建
築

物
や
工
作
物
の
新
築
・
移
転
、
屋
根

や
外
壁
の
塗
替
え
、
土
地
の
形
質
変

更
や
土
石
等
の
堆
積
な
ど
を
行
う
場

合
に
は
、
行
為
の
着
工
30
日
前
ま
で

に
市
へ
の
届
出
が
必
要
で
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
南
丹

市
に
関
わ
る
多
く
の
方
々
と
一
緒

に
、
優
れ
た
景
観
を
守
り
育
て
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
景
観
条
例（
計
画
）の
詳
細
は
市

H
P
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

地
域
振
興
課

℡（
０
７
７
１
）６
８
│
０
０
１
９

美
山
支
所
総
務
課

℡（
０
７
７
１
）６
８
│
０
０
４
０

なんたんの景観ちょっと情報

（
園
部
町
仁
江
）

（八木町青戸）

（美山町大野）

【紅葉と景観】
　秋も深まり、山々の緑が一転して赤や黄色、オ
レンジ色に染まる色鮮やかな紅葉から季節の移り
変わりを感じます。
　紅葉は、最低気温が8度を下回ると色づきはじ
め、5度になると色づきが美しくなるといわれて
います。
　秋の日差しに照らされて艶やかに輝き、木々が
冬への準備として葉を落とすことから生まれる紅
葉は、この季節だけの絶景です。
　今回は秋を彩った市内の紅葉を紹介します。

（
日
吉
町
保
野
田
）
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る
参
加
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
内
に
は
キ
リ
シ
タ
ン
武

将
内
藤
ジ
ョ
ア
ン
の
居
城
で
あ
っ
た
八

木
城
跡
が
あ
り
、
大
河
ド
ラ
マ
の
効
果

も
あ
っ
て
、
遠
方
か
ら
多
く
の
方
々
に

訪
れ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
同
年
、
地
域
の
歴
史
を
皆
で

学
ぶ
機
会
と
し
て
、「
八
木
城
と
キ
リ
シ

タ
ン
武
将
内
藤
ジ
ョ
ア
ン
」歴
史
勉
強
会

を
開
催
し
、
地
元
郷
土
史
愛
好
家
か
ら

お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
、
多
く
の
方

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
２
つ
の
行
事
の
成
功
を
き
っ
か

け
に
更
な
る
地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
、

地
域
住
民
が
主
体
的
に
意
見
を
語
り
合

え
る「
夢
か
た
ろ
う
会
」を
始
め
る
こ
と

描こう
みんなで

協
働
の
キ
ャ
ン
バ
ス
67
「
地
域
活
性
化
活
動
の
紹
介
」
八
木
地
域
編

地
域
の
さ
ら
な
る
活
性
化
を
目
指
し
て
！

　
南
地
区
大
堰
塾
は
、
旧
八
木
村
地
域
を

対
象
と
し
て
、
平
成
31
年
４
月
に
地
域
住

民
が
明
る
く
楽
し
い
生
活
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
、「
住
み
た
い
、
住
ん
で
良
か
っ

た
」と
思
え
る
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
活
動
を
は
じ
め
ま
し
た
。

　
南
地
区
は
、
八
木
駅
や
京
都
中
部
総
合

医
療
セ
ン
タ
ー
、
市
役
所
八
木
支
所
、
商

店
街
な
ど
を
含
む
市
街
地
集
落
と
J
R
嵯

峨
野
線
西
側
の
農
村
部
集
落
よ
り
形
成
さ

れ
、
令
和
４
年
４
月
現
在
、
15
の
集
落
に

１
０
４
３
世
帯
、
２
２
５
３
人
が
共
に
暮

ら
し
て
い
ま
す
が
、
南
丹
市
発
足
時
に
比

べ
、
人
口
は
約
４
０
０
人
減
少
し
、
今
で

は
限
界
・
準
限
界
集
落
は
10
集
落
に
達
し

て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
何
か
一
歩
踏
み
出
そ
う
と

令
和
元
年
に
地
域
住
民
の
一
体
感
に
つ

な
が
る
取
組
と
し
て
、
地
元
の
氏
神
で

あ
る
春
日
神
社
境
内
を
お
借
り
し「
ほ
ほ

笑
み
コ
ン
サ
ー
ト
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

得
る
こ
と
が
で
き
、
１
５
０
名
を
超
え

が
で
き
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡

大
に
よ
り
積
極
的
な
活
動
が
制
限
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
で

き
る
こ
と
か
ら
再
開
し
て
い
こ
う
と
話

し
合
い
、
令
和
４
年
か
ら
京
都
中
部
総

合
医
療
セ
ン
タ
ー
看
護
専
門
学
校
と
連

携
し
、
地
域
の
高
齢
者
と
学
生
と
の
交

流
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
高
齢
者
に

声
を
か
け
、
感
染
の
リ
ス
ク
を
最
小
限

に
抑
え
な
が
ら
開
催
し
た
結
果
、
参
加

者
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、「
楽
し
か
っ
た
」

「
若
返
っ
た
」「
足
湯
が
す
ご
く
気
持
ち
良

か
っ
た
」「
次
回
も
必
ず
来
ま
す
」な
ど
、

た
く
さ
ん
の
喜
び
の
声
を
聞
く
こ
と
が

で
き
、
今
で
は
学
生
と
地
域
住
民
が
街

中
で
会
っ
た
と
き
に
も
、
会
話
が
交
わ

さ
れ
る
よ
う
な
関
係
性
を
築
く
こ
と
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
10
月
に
は
、
昭
和
35
年
の
台
風

16
号
の
集
中
豪
雨
で
甚
大
な
被
害
に
遭

い
、
救
助
支
援
活
動
中
に
陸
上
自
衛
隊

福
知
山
部
隊
員
３
名
の
尊
い
命
が
奪
わ

れ
た
こ
と
を
受
け
、
水
害
の
悲
惨
さ
や

亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
事
を
後
世
に
伝

え
、「
皆
で
支
え
合
う
」つ
な
が
り
の
あ

る
住
み
良
い
豊
か
な
地
域
づ
く
り
を
目

指
し
て
、「
あ
り
が
と
う
、
感
謝
の
集

い
」を
開
催
し
、
多
く
の
方
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
関
係
機
関
と
の
協
働
を
進

め
、
皆
が
つ
な
が
る
温
か
い
地
域
を
目

指
し
て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

～
皆
が
つ
な
が
る
地
域
を
目
指
し
て
～

八
木
町「
南
地
区
大
堰
塾
」

地
域
で
お
手
伝
い
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、

ぜ
ひ
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
集
落
支
援
員
室

℡（
０
７
７
１
）６
８
│
０
１
０
８ ▲「ありがとう！感謝の集い」の様子

▲「ほほ笑みコンサート」の様子

▲看護学生から血圧測定を受ける
　参加者
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秋
の
夜
空
彩
る

ひ
よ
し
イ
ブ
ニ
ン
グ
マ
ル
シ
ェ

2
0
2
2
w
i
t
h
花
火

　

10
月
22
日
に
、
日
吉
町
観
光
協
会

主
催
で「
日
吉
イ
ブ
ニ
ン
グ
マ
ル
シ
ェ

2
0
2
2
w
i
t
h
花
火
」が
、
京
都
府

立
府
民
の
森
ひ
よ
し
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
模
擬
店
や
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

な
ど
に
よ
る
様
々
な
食
の
マ
ル
シ
ェ
が

出
店
さ
れ
、
来
場
者
は
秋
の
味
覚
に
舌

鼓
を
う
っ
て
い
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
最
後
に
打
ち
上
げ
ら
れ

た
花
火
が
、
秋
の
夜
空
を
彩
る
様
子
に
、

会
場
か
ら
は
感
嘆
の
声
が
上
が
っ
て
い

ま
し
た
。

南
丹
市
超
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム

支
援
事
業
実
施
中

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受

け
た
市
内
宿
泊
事
業
者
の
支

援
な
ど
を
目
的
に
、
南
丹
市

民
が
、
市
内
観
光
等
で
対
象

と
な
る
宿
泊
施
設
を
利
用
し

た
際
に
、
宿
泊
代
金
に
応
じ

て
南
丹
市
商
工
会
商
品
券
を

交
付
す
る
、
南
丹
市
超
マ
イ

ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
支
援
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の

機
会
に
支
援
事
業
を
利
用
し

て
市
内
の
魅
力
を
再
発
見
し

て
く
だ
さ
い
。

【
事
業
対
象
期
間
】

　
令
和
4
年
11
月
1
日
〜

　
令
和
5
年
2
月
28
日
ま
で

　
の
宿
泊
分

【
商
品
券
交
付
基
準
】

・
5
千
円
〜
7
千
円
未
満
の
宿
泊

　
　
2
千
円
分
の
商
品
券

・
7
千
円
〜
1
万
円
未
満
の
宿
泊

　
　
3
千
円
分
の
商
品
券

・
1
万
円
以
上
の
宿
泊

　
　
5
千
円
分
の
商
品
券

学
び
の
南
丹「
写
真
講
座
」

　
「
好
き
な
瞬
間
を
切
り
取
ろ
う
！
」を

テ
ー
マ
に
、
12
月
16
日（
金
）学
び
の
南
丹

「
写
真
講
座
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

講
座
は
、
生
涯
学
習
の
観
点
と
南
丹
市

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
応
募
に
繋
が
る
よ

う
に
と
南
丹
市
観
光
協
会
連
絡
会
と
社
会

教
育
課
が
合
同
で
行
い
ま
し
た
。

　

本
講
座
の
講
師
と
し
て
、
南
丹
市

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
審
査
委
員
長
の
中

田
昭
先
生
を
お
迎
え
し
、
受
講
生
７
人

が
写
真
撮
影
の
技
術
を
学
び
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
の

撮
影
に
限
定
し
て
、
園
部
城
公
園
へ

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
出
て
そ
れ
ぞ
れ

撮
影
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
撮
影

し
た
写
真
を
先
生
に
講
評
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

先
生
か
ら
画
角
や
光
の
入
れ
方
等
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
受
講
生
た
ち
は

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
、
今
後
の
写
真
撮

影
に
活
か
せ
る
多
く
の
技
術
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

南
丹
市
観
光
協
会
連
絡
会
だ
よ
り

南
丹
市

 

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

　
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

2
0
2
2
年
９
月
・
10
月
　
優
秀
賞
発
表

 

テ
ー
マ「
私
が
好
き
な
こ
の
一
瞬
」作品名：「親子コーデと蕎麦の花」

撮影場所：美山かやぶきの里
撮影者：Seven5_727 

作品名：「木漏れ日が差し込むるり渓」
撮影場所：（園部町）るり渓
撮影者：bushcraft_forest 

作品名：「水面きらめく日盛り」
撮影場所：（日吉町）天若湖
撮影者：tomo_24ktm

▲
南
丹
市
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　

テ
ー
マ「
こ
の
瞬
間
を
伝
え
た

い
」へ
の
応
募
も
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

▲出店の様子

▲講座の様子

事業の詳細は
チラシやHPで

確認してください
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慢
性
腎
臓
病
や
そ
の
発
症
に
関
わ
る

高
血
圧
の
予
防
・
改
善
を
目
的
に
、
慢

性
腎
臓
病（
C
K
D
）予
防
教
室
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

京
都
府
立
大
学　

食
保
健
学
科　

奥

田
奈
賀
子
教
授
に
、
腎
臓
を
大
事
に
す

る
た
め
に
取
り
組
み
た
い
こ
と
に
つ
い

て
講
義
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
内
容

を
紹
介
し
ま
す
。

大
切
な
腎
臓
を
守
る
た
め
に

　
　  

～
減
塩
と
カ
リ
ウ
ム
摂
取
を
～

腎
臓
と
は

　

お
へ
そ
の
裏
側
、
腰
の
当
た
り
に
左

右
2
つ
あ
る
臓
器
で
す
。
細
か
い
血
管

が
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
お
り
、
常
に
大

量
の
血
液
が
流
れ
、
老
廃
物
や
か
ら
だ

に
余
分
な
も
の
を
尿
と
し
て
排
泄
す
る

働
き
が
あ
り
ま
す
。

慢
性
腎
臓
病
と
は

（C
K

D
:C

hronic K
idney D

isease

）

　

腎
臓
の
働
き
が
健
康
な
人
よ
り
も
低

下
す
る
か
、
タ
ン
パ
ク
尿
が
出
る
と

い
っ
た
腎
臓
の
異
常
が
続
く
状
態
を
言

い
ま
す
。
年
齢
が
上
が
る
に
つ
れ
て
、

働
き
は
低
下
し
て
い
き
ま
す
が
、
高
血

圧
・
高
血
糖
・
脂
質
異
常
症
・
肥
満
・

喫
煙
・
生
活
が
不
活
発（
動
か
な
い
）な

ど
に
よ
っ
て
も
働
き
が
低
下
し
、
透
析

に
も
繋
が
る
病
気
で
す
。

　

特
に
南
丹
市
で
は
、
市
民
健
診
を
受

け
ら
れ
た
約
65
％
の
人
に
血
圧
の
課
題

が
あ
り
、
慢
性
腎
臓
病
を
予
防
す
る
た

め
に
も
生
活
習
慣
の
改
善
に
取
り
組
む

こ
と
が
大
切
で
す
。

予
防
・
改
善
の
ポ
イ
ン
ト

　
「
カ
リ
ウ
ム
摂
取
」と「
減
塩
」が
ポ
イ

ン
ト
で
す
。

　

正
解
は
、
プ
ロ
セ
ス
チ
ー
ズ
以
外
で

す
。
カ
リ
ウ
ム
を
積
極
的
に
と
る
こ
と

で
、
食
べ
過
ぎ
た
塩
分
を
体
の
外
に
排

泄
す
る
の
を
助
け
て
く
れ
ま
す
。

　

正
解
は
、
④
2.6
g
、
③
1.7
g
、
①

1.1
g
、
②
0.9
g
の
順
で
す
。
汁
の
量
が

多
い
と
、
塩
分
の
量
も
多
く
な
り
ま
す
。

野
菜
な
ど
を
使
用
し
、
具
だ
く
さ
ん
の

汁
物
に
す
る
こ
と
で
、
汁
の
量
を
減
ら

し
、
カ
リ
ウ
ム
の
量
を
増
や
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
冬
場
は
汁
物
の
頻

度
が
高
く
な
り
や
す
い
の
で
、
1
日
1

杯
ま
で
を
目
安
に
し
ま
し
ょ
う
。

体
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
屋
さ
ん

腎
臓
を
お
大
事
に
!

　
生
活
習
慣
や
食
習
慣
の
乱
れ
に
よ
り
、

気
付
か
な
い
う
ち
に
腎
臓
の
機
能
が
低

下
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
体

の
中
で
重
要
な
働
き
を
し
て
い
る
腎
臓

を
大
事
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

保
健
医
療
課
の
窓
口
で
、
塩
分
控
え

め
、
カ
リ
ウ
ム
た
っ
ぷ
り
な
ど
季
節
毎

に
テ
ー
マ
を
変
え
て
、
旬
の
食
材
を

使
っ
た「
健
幸
レ
シ
ピ
」を
配
布
し
て
い

ま
す
。
健
康
づ
く
り
に
、
ぜ
ひ
ご
活
用

く
だ
さ
い
!

問
い
合
わ
せ
先

南
丹
市
食
育
推
進
委
員
会

（
事
務
局
：
保
健
医
療
課
）

℡（
０
７
７
１
）６
８
─
０
０
１
６

▲教室の様子（奥田教授）

食
は
、

　
　
ひ
と
づ
く
り
、

　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り

—57—

カリウムの
多い食材は
どれ？

１杯あたりの
塩分が多い順に
並べてみよう。

□ 野菜
□ いも
□ 豆腐
□ ヨーグルト
□ プロセスチーズ
□ 果物

① すまし汁
② 具だくさんみそ汁
③ シチュー
④ うどんスープ

▲健幸レシピの配布
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〜
＋
10
分（
プ
ラ
ス
テ
ン
）か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
〜

̶113̶

お元気ですか？

保健師です。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
も
負
け
な
い
か
ら
だ
づ
く
り
の
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
健
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
世

界
的
大
流
行
に
伴
い
、
感
染
予
防
を
目

的
と
し
た
外
出
自
粛
の
た
め
、
自
宅
で

過
ご
す
こ
と
が
増
え
ま
し
た
。
運
動
や

人
と
の
交
流
の
機
会
が
減
少
す
る
一
方
、

間
食
や
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
の
摂
取
、

お
酒
の
量
が
増
え
た
と
い
う
デ
ー
タ
が

あ
り
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
前
と
比
較
し
て
、
体
重
、
糖

代
謝
、
脂
質
代
謝
の
検
査
値
が
悪
化
す

る
傾
向
が
あ
り
、
生
活
習
慣
病
の
リ
ス

ク
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る

と
、
ほ
と
ん
ど
症
状
の
な
い
軽
症
の
人

も
い
れ
ば
、
急
速
に
重
症
化
し
て
し
ま

う
人
も
あ
り
ま
す
。
重
症
化
の
危
険
因

子
の
中
に
は
、
生
活
習
慣
病
と
い
わ
れ

る
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
肥
満
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
重

症
化
予
防
の
た
め
に
も
、
生
活
習
慣
病

の
予
防
と
改
善
は
必
要
で
す
。

　

生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
の
た
め
、

毎
年
4
月
か
ら
5
月
に
集
団
健
診
、
5

月
か
ら
9
月
に
個
別
健
診
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
集
団
健
診
で
は
、
各
種
が
ん

検
診
も
一
緒
に
受
診
で
き
ま
す
。

　

健
診
受
診
率
が
、
感
染
拡
大
後
大
き

く
低
下
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
特
定

健
診
の
受
診
率
が
令
和
元
年
度
44
・

9
%
か
ら
令
和
2
年
度
は
15
・
7
%
に

減
少
し
、
令
和
3
年
度
に
38
・
6
%
ま

で
回
復
は
し
た
も
の
の
ま
だ
低
い
状
態

で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
予

防
対
策
に
つ
い
て
は
、
周
知
徹
底
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
警

戒
は
必
要
で
す
が
ウ
イ
ル
ス
に
負
け
な

い
か
ら
だ
づ
く
り
、
自
身
の
体
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
の
た
め
、
健
診
を
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先 

保
健
医
療
課

℡（
０
７
７
１
）６
８
─
０
０
１
６

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
生
活
習
慣
病

健診受診の
メリット

１．生活習慣病を早期に発見
生活習慣病は、気が付かずに放ってお
くと脳卒中や心臓病など命にかかわる
病気を引き起こします。健診を受けて
いれば、早い段階で身体に起こってい
る異常に気付くことができます。

２．継続して健康状態を把握
毎年続けて受けることで、数値の変化
を比較できます。良くなっていれば、
励みにもなります。こうして、未来の
健康を維持・増進することが可能です。

３．軽い負担金で健康チェック
市民健診は、一部の自己負担金で必要
な検査を受けることができま
す。
お財布にも優しいのです。

４．医療費負担も軽くなる
長期的な治療が必要になれば、医療費
もかかる…。それを予防す
ることができれば、医療費
負担も軽くできます。

　

健
診
の
結
果
は
、
体
か
ら
あ
な
た
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。
目
に
見
え
な

い
、
不
調
も
感
じ
な
い
時
か
ら
体
の
変

化
が
起
こ
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
し
っ
か
り
受
け
取
り
、

健
康
な
未
来
に
向
け
た
取
り
組
み
を
始

め
ま
し
ょ
う
。

　

結
果
で
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
方
、

生
活
改
善
が
必
要
な
方
は
、
保
健
師
や

栄
養
士
が
あ
な
た
の
健
康
づ
く
り
を
サ

ポ
ー
ト
を
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

が
ん
は
２
人
に
１
人
が
か
か
り
、
日

本
人
の
死
因
の
第
一
位
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

胃
が
ん
、
肺
が
ん
、
大
腸
が
ん
、
乳

が
ん
、
子
宮
頸
が
ん
の
５
つ
の
が
ん
検

診
は
、
か
か
る
患
者
数
や
死
亡
率
が
高

く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
が
ん
検
診
を
受
け
る

こ
と
で
が
ん
が
原
因
で
亡
く
な
る
率
を

下
げ
る
効
果
が
科
学
的
に
証
明
さ
れ
て

い
ま
す
。
集
団
健
診
で
は
、
こ
の
５
つ

の
が
ん
検
診
を
同
時
に
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

健
診
を
受
け
た
後
も
大
切
で
す

が
ん
検
診
も
忘
れ
ず
に
受
け
よ
う

令
和
５
年
度
の
市
民
健
診
の
申
込
は

１
月
下
旬
頃
に
各
家
庭
に
お
届
け
し

ま
す
。

忘
れ
ず
に
申
し
込
み
ま
し
ょ
う
。
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八
木
東
小
学
校
で
は
、
11

月
か
ら
12
月
に
か
け

て
の
約
１
ヶ
月
間
を
人
権
月
間

と
し
、
自
分
の
大
切
さ
、
そ
し

て
友
達
の
大
切
さ
に
気
付
き
、

つ
な
が
り
を
深
め
て
い
く
こ
と

を
目
標
と
し
て
、
児
童
が
様
々

な
取
組
を
考
え
、
実
行
し
て
い

ま
す
。

年
度
、
児
童
会
本
部
委

員
会
が
考
え
た
全
校

ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、「
ホ
ッ
ト
な
言
葉
で
心
を

ホ
ッ
ト
に　
人
権
の
花
を
咲
か
せ
よ
う
」で

す
。「
お
は
よ
う
」「
さ
よ
う
な
ら
」の
よ
う

な
挨
拶
や
、「
あ
り
が
と
う
」「
ご
め
ん
ね
」

と
い
っ
た
相
手
を
思
い
や
る
ホ
ッ
ト
な
言

葉
を
た
く
さ
ん
増
や
し
て
、
自
分
も
相
手

も
心
を
温
か
く
し
、
人
と
の
繋
が
り
を
も
っ

と
深
め
て
い
こ
う
と
い
う
願
い
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
達
成
す
る
た
め
、

各
学
年
で
学
級
の
目
標
や
具
体
的

な
取
組
を
話
し
合
い
ま
し
た
。「
も
っ
と
み

ん
な
で
遊
ぼ
う
」「
お
世
話
に
な
っ
た
方
へ

感
謝
の
手
紙
を
書
こ
う
」な
ど
様
々
な
取
組

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
取
組
の
中
に「
い
い

と
こ
ろ
見
つ
け
」が
あ
り
ま
す
。「
勉
強
教

え
て
く
れ
て
嬉
し
か
っ
た
よ
。」「
算
数
の

時
間
に
わ
か
り
や
す
く
意
見
を
言
っ
て
い

た
ね
。」な
ど
、
直
接
話
し
た
り
手
紙
を
書

い
た
り
し
て
、
相
手
に
伝
え
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
い
つ
も
何
気
な
く
接
し
て
い

る
友
達
の「
プ
ラ
ス
面
」を
見
つ
め
直
す
意

識
と
時
間
が
大
切
で
す
。
ま
た
、「
ど
ん
な

言
葉
で
伝
え
る
と
い
い
か
な
」と
相
手
の
立

場
に
立
っ
て
考
え
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

終
わ
り
の
会
な
ど
で
、
自
分
の
良
い
と
こ

ろ
を
教
え
て
も
ら
っ
た
時
の
、
恥
ず
か
し

い
よ
う
な
誇
ら
し
い
よ
う
な
感
覚
…
。「
自

分
っ
て
な
か
な
か
え
え
や
ん
」「
友
達
と
繋

が
る
っ
て
素
敵
な
こ
と
だ
な
」と
感
じ
ら
れ

る
素
晴
ら
し
い
瞬
間
で
す
。
行
動
を
通
し

て
自
分
や
友
達
に
つ
い
て
深
く
考
え
ら
れ

る
こ
の
人
権
月
間
は
、
と
て
も
大
き
な
意

味
を
も
つ
も
の
だ
と
強
く
思
い
ま
す
。

校
で
、
家
庭
で
、
そ
し
て
地
域
の

中
で
、
こ
の「
ホ
ッ
ト
な
言
葉
」を

大
切
に
し
、
た
く
さ
ん
の
人
と
繋
が
れ
る
、

そ
ん
な
八
木
東
小
学
校
で
あ
り
た
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

南
丹
市
立
八
木
東
小
学
校

人
権
主
任　
齋さ

い
藤と

う　
　
慎ま

こ
と

95
「八木東小学校人権月間の取組」

心
に
25
年
11
月
15
日
〜
26
日
の
日

程
で
、
70
〜
80
の
国
・
地
域
か
ら

数
千
人
の
選
手
団
の
参
加
が
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。
開
催
決
定
を
受

け
関
係
者
は
、
聞
こ
え
な
い
人

と
聞
こ
え
る
人
が
協
働
し
て
大
会

を
成
功
さ
せ
る
こ
と
で
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
情
報
バ
リ
ア
フ

リ
ー
を
推
進
し
、
一
歩
進
ん
だ
共

生
社
会
の
姿
を
示
し
て
い
く
と
コ

メ
ン
ト
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
全
て
が
国
際

手
話
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
競
技
は

ス
タ
ー
ト
の
音
や
審
判
の
声
に
よ

る
合
図
を
視
覚
的
に
工
夫
す
る
以

外
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
同
じ
ル
ー

ル
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
銀
メ
ダ
リ
ス

ト
は
、「
聞
こ
え
な
い
こ
と
は
悪
い

こ
と
で
は
な
く
、
一
つ
の
特
徴
的

な
も
の
と
捉
え
て
対
等
に
関
わ
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
」と

希
望
を
述
べ
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
の
開
催
が
一
つ
の
契
機

と
な
っ
て
、
聴
覚
障
が
い
へ
の
理

解
が
よ
り
深
ま
り
、
共
生
社
会
の

実
現
に
さ
ら
に
一
歩
近
づ
く
こ
と

と
思
い
ま
す
。

（
人
権
政
策
課
）

ふ・れ・あ・い

―第58回―

　

ス
ポ
ー
ツ
で
世
界
一
を
決
め
る

大
会
と
し
て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
ご
存
じ
か
と

思
い
ま
す
が
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
中
に
、
聴
覚
障
が
い
の
方（
ろ
う

者
）の
部
門
が
な
い
こ
と
は
お
気
づ

き
で
し
た
か
。
実
は
、
ろ
う
者
の

方
が
出
場
す
る
国
際
的
な
ス
ポ
ー

ツ
大
会
が
別
に
存
在
し
ま
す
。
そ

れ
が「
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」で
す
。

「
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」夏
季
大
会

は
１
９
２
４
年
に
、
冬
季
大
会
は

１
９
４
９
年
に
初
め
て
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

第
１
回
大
会
は
夏
が
１
９
６
０
年
、

冬
は
１
９
７
６
年
な
の
で
、
デ
フ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
歴
史
の
長
さ
が
わ

か
り
ま
す
。

　

そ
の「
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」夏
季

大
会
が
２
０
２
５
年
に
日
本
で
開

催
さ
れ
ま
す
。
日
本
で
は
夏
冬
を

通
じ
て
初
開
催
で
す
。
東
京
を
中

「
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」

今

こ

学

▲
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中
央
図
書
館
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ

ア
ル
ー
ム
が
、
ち
い
さ
い
子
向
け

の
絵
本
の
部
屋
に
生
ま
れ
変
わ
り

ま
し
た
。
部
屋
も
明
る
く
な
り
、

マ
ッ
ト
も
敷
い
て
い
る
の
で
、
お

子
さ
ん
と
一
緒
に
ゆ
っ
く
り
と
絵

本
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
今
ま
で
よ
り
多
く
の
絵
本
の

表
紙
を
見
せ
て
並
べ
て
い
ま
す
の

で
、「
こ
ん
な
絵
本
が
あ
っ
た
ん

だ
」「
読
ん
で
み
よ
う
か
」な
ど
、
親

子
で
会
話
し
な
が
ら
絵
本
を
選
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ち
い
さ
い
子
向
け
絵
本
の
移
動
に

伴
い
、
恐
竜
・
乗
り
物
の
絵
本
、
写

真
絵
本
な
ど
も
置
き
場
所
を
変
更

し
、
手
に
取
り
や
す
く
、
見
や
す
く

し
ま
し
た
。
来
館
さ
れ
て
置
き
場
所

な
ど
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
遠
慮
な
く
図
書
館
員
に
お
声

か
け
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
お
越
し

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

—第83回—
消費生活情報

手
に
送
金
す
る
還
付
金
詐
欺
の
新
し
い

手
口
で
す
。
暗
証
番
号
は
絶
対
に
伝
え

な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
市
役
所
や
金
融
機
関
な
ど
が
、
い

き
な
り
電
話
を
か
け
て
口
座
番
号
や

暗
証
番
号
な
ど
を
聞
き
出
す
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
絶
対
に
教
え
ず
、
す

ぐ
に
電
話
を
切
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
お
金
が
返
っ
て
く
る
と
い
う
電
話

は
、
詐
欺
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

す
ぐ
に
消
費
生
活
窓
口
や
警
察
等
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
南
丹
市
内
で
も
今
年
に
な
っ
て
、

還
付
金
詐
欺
の
相
談
が
急
増
し
て
い

ま
す
。
特
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
購
入
で
お
困
り

ご
と
、
不
審
に
思
う
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
迷
わ
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
市
役
所
な
ど
の
公
的
機
関
を
か
た
り

「
保
険
料
の
還
付
が
あ
る
」な
ど
と
電
話

を
か
け
、
還
付
金
を
受
け
取
る
口
座
番

号
や
暗
証
番
号
な
ど
を
聞
き
出
し
、
本

人
に
成
り
済
ま
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

バ
ン
キ
ン
グ
を
申
し
込
み
、
預
金
を
勝

　ち
い
さ
い
子
向
け
の
絵
本
の
部
屋
が
で
き
ま
し
た
！

事例  市役所職員を名乗る男性
から「保険料の払い戻しが約
３万円ある」と電話があり、払
い戻しを頼んだ。その後、金融機関を名乗
る電話があり、「キャッシュカードや通帳が
そちらにあるので大丈夫」と言われ、暗証番
号を伝えてしまった。不
安になり、その金融機関
に電話すると、勝手にイ
ンターネットバンキング
の申し込みがされていた。
（60歳代男性）

(独)国民生活センター
「見守り新鮮情
報」から

一人
で
悩
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
℡
１
８
８（
い
や
や
！
）

南
丹
市
消
費
生
活
相
談
窓
口

　

 

℡（
０
７
７
１
）６
８
─
０
１
０
０

　
月
曜
・
火
曜
・
金
曜（
祝
日
は
休
み
）

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

京
丹
波
町
消
費
生
活
相
談
窓
口

　
℡（
０
７
７
１
）８
２
─
３
８
０
３

　
水
曜
・
木
曜（
祝
日
は
休
み
）

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

（
商
工
課
）

お気軽にご相談ください

ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
を
悪
用
し
た

還
付
金
詐
欺
に
注
意
！

No.98

　

う
つ
く
し
く
て
ゆ
た
か
な
ナ
ナ

カ
ラ
や
ま
と
、
ナ
ナ
カ
ラ
や
ま
に

暮
ら
す
生
き
物
達
の
お
話
で
す
。

シ
リ
ー
ズ
で
1
巻
か
ら
3
巻
ま
で

あ
り
、
ち
い
さ
な
お
話
と
か
わ
い

い
絵
に
思
わ
ず
引
き
込
ま
れ
て
し

ま
い
ま
す
。

『
ナ
ナ
カ
ラ
や
ま
も
の
が
た
り 

１

く
ま
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
ジ
ャ
ム
』

作
：
ど
い 

か
や
／
発
行
：
あ
す
な
ろ
書
房

　

だ
し
の
素
な
ど
を
使
う
こ
と
な

く
、
食
材
そ
の
も
の
の
う
ま
み
を

活
用
し
て
煮
物
を
つ
く
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。
フ
ラ
イ
パ
ン
や
小
鍋
で

作
る
こ
と
が
で
き
る
美
味
し
い
レ

シ
ピ
が
満
載
で
す
。

『“
だ
し
”を
使
わ
な
く
て
も

お
い
し
い
煮
も
の 

』

著
者
：
吉
田　
愛　

発
行
：
主
婦
と
生
活
社

暗
証
番
号
は
絶
対
に
言
わ
な
い
で
！

預
金
口
座
が
乗
っ
取
ら
れ
ま
す
！

ひ
と
こ
と
助
言
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森・里・街・ひとがきらめくふるさと

●総人口：30,548人（−32）
　（男：14,881人

（−16）
・女：15,667人

（−16）
）

●世帯数：14,389世帯（−10）
（令和4年12月1日現在）

（　）内は前月比

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
年
末
年

始
は
い
か
が
お
過
ご
し
だ
っ
た

で
し
ょ
う
か
。

　

１
年
を
振
り
返
る
と
、
個
人

的
に
は
喜
怒
哀
楽
い
ろ
い
ろ

な
出
来
事
が
あ
っ
た
な
と
感
じ

ま
す
が
、
世
間
的
に
は
暗
い

ニ
ュ
ー
ス
が
多
か
っ
た
な
と
い

う
印
象
で
す
。

　

今
年
は
み
ん
な
が
笑
顔
溢
れ

る
１
年
に
な
れ
ば
い
い
な
と

願
っ
て
い
ま
す
。

（
Ｍ
）

 

編
集
後
記

た
ん
」か
ら
の
着
想
を
得
て
、
猫
を
テ
ー
マ
に
市
の
Ｐ

Ｒ
プ
ラ
ン
を
立
て
る
。

　
「
人
に
も
動
物（
猫
）に
も
や
さ
し
く
、
愛
猫
と
思
い

出
づ
く
り
が
で
き
る
ま
ち
」を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

に
、
猫
グ
ッ
ズ
の
開
発
、
地
域
猫
の
避
妊
や
去
勢
手

術
へ
の
補
助
、
ゆ
く
ゆ
く
は
猫
好
き
集
合
イ
ベ
ン
ト

な
ど
を
様
々
計
画
し
て
い
く
。
財
源
は
市
一
般
財
源

に
頼
ら
ず
賛
同
者
の
寄
付（
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
：
ふ
る
さ
と
納
税
方
式
）を
活
用
す
る
。

　

一
見
ふ
ざ
け
た
様
な
企
画
で
あ
り
お
叱
り
を
受
け

そ
う
で
あ
る
が
、
南
丹
市
を
世
に
押
し
出
そ
う
と
取

り
組
み
関
係
者
は
真
剣
そ
の
も
の
。
市
内
企
業
数
社

も
猫
関
連
特
産
品（
特
に
ゃ
ん
品
）を
開
発
し
販
売
を

始
め
て
い
た
だ
い
た
。
猫
好
き
の
人
気
女
優
や
吉
本

興
業
お
笑
い
芸
人
な
ど
も
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
委
嘱
し
、

Ｐ
Ｒ
や
資
金
集
め
を
後
押
し
い
た
だ
く
。

　

動
物
や
ア
ニ
メ
、
漫
画
な
ど
活
用
し
、
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
ま
ち
は
全
国
で
増
え
て
い
る
。
成
功
す

る
か
否
か
は「
ま
ち
ぐ
る
み
」に
な
っ
た
か
ど
う
か
で

決
ま
る
と
い
う
。
市
民
や
企
業
の
ご
理
解
だ
け
で
な

く
、
ア
イ
デ
ア
と
そ
の
実
行
で
多
く
の
皆
様
が
楽
し

く
参
画
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
。

皆
様
の
創
造
力
・
行
動
力
を
ま
っ
て
る
に
ゃ
ん
！　

南
丹
市
長　
西
村　
良
平

　

新
し
い
年
、
令
和
５
年
が
ス
タ
ー
ト
し
、
南
丹
市

は
新
市
発
足
後
17
年
目
に
入
る
。
市
名
は
市
民
に
す

っ
か
り
馴
染
ん
で
き
た
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
京

阪
神
や
関
西
エ
リ
ア
で
の
南
丹
市
の
知
名
度
は
高
く

な
い
。
む
し
ろ
合
併
前
の
美
山
や
園
部
な
ど
旧
町
名

な
ら
知
っ
て
い
る
と
い
う
人
が
か
な
り
多
い
。

　

市
民
の
間
で
も
積
極
的
に
旧
町
名
が
使
わ
れ
て
い

る
。
地
域
を
説
明
す
る
の
に「
日
吉
ダ
ム
の
あ
る
日
吉

町
」、「
か
や
ぶ
き
の
里
で
有
名
な
京
都
美
山
」
…
と

い
っ
た
具
合
。
南
丹
市
は
市
域
が
広
く
、
一
体
感
の

あ
る
ま
ち
と
い
う
よ
り
、
絶
対
的
な
中
心
市
街
地
が

な
く
特
徴
が
異
な
る
４
地
域（
町
）の
集
合
体
の
受
け

止
め
が
根
強
い
。
森
林
組
合
や
観
光
協
会
も
独
立
し

た
４
つ
の
組
織
が
並
立
し
、
様
々
な
事
情
も
あ
り
一

本
化
は
す
ぐ
に
は
見
通
せ
な
い
。

　

さ
て
、
定
住
や
交
流
人
口
を
増
や
す
た
め
、
多
く

の
自
治
体
が
競
い
、
し
の
ぎ
を
削
っ
て
い
る
。
ま
ち

の
知
名
度
は
高
い
ほ
ど
取
り
組
み
に
は
有
利
だ
。
丹

後
や
丹
波
が
つ
く
市
町
名
は
イ
メ
ー
ジ
が
確
立
し
て

お
り
、
ブ
ラ
ン
ド
力
が
あ
る
。
府
内
で
は
舞
鶴
・
宮

津
・
福
知
山
な
ど
は
既
に
全
国
ブ
ラ
ン
ド
。
残
念
な

が
ら
合
併
時
に
命
名
さ
れ
た
南
丹
市
は
、
名
前
自
体

が
発
信
力
に
乏
し
く
イ
ン
パ
ク
ト
が
弱
い
。

　

そ
こ
で
、
市
役
所
職
員
や
南
丹
市
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
運
営
会
社
の
Ｋ
Ｃ
Ｎ
な
ん
た
ん
、
企
画
会
社
が
テ

ー
ブ
ル
を
囲
み
、
南
丹
市
の
売
出
し
方
法
に
つ
い
て

検
討
会
を
開
く
。
失
敗
を
恐
れ
ず
新
し
い
チ
ャ
レ
ン

ジ
の
思
い
で
、「
な
ん
た
ん
」の
発
音
に
近
い「
に
ゃ
ん

▲庭のツワブキの花


